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■ 

受
講
資
格　

西
濃
に
在
住
・
在
勤
・
在
学

で
、
現
地
集
合
が
で
き
る
方

■
受
講
料　

３
，
０
０
０
円
／
年

■ 

申
込
方
法　

受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
受
講
料
を
添
え
て
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

■ 

募
集
期
間　

４
月
３
日
（
水
）
か
ら
４
月

10
日
（
水
）　

※
期
間
厳
守

■
申
込
先　

　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
は
な
も
も
」

　

※
受
講
申
込
書
は
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　

窓
口
に
あ
り
ま
す
。

　

※ 

個
人
情
報
は
、
受
講
者
名
簿
、
緊
急
連

絡
対
応
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
】

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー 

℡
２
２

－

１
１
２
０

春
日
公
民
館

《
春
季
か
す
が　

　
　
　
　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
》

◆
日　

時　

４
月
21
日（
日
）９
時
～
12
時

◆
場　

所　

春
日
小
学
校
体
育
館

こ
と
ぶ
き
大
学 
学
級
生
募
集

　

揖
斐
川
町
で
は
、
生
涯
学
習
の
一
環
と
し

て
社
会
教
育
学
級『
こ
と
ぶ
き
大
学
』を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
皆
さ
ん
で
楽
し
く
学
習
で
き
る

よ
う
、
様
々
な
テ
ー
マ
の
講
座
を
計
画
し
て

お
り
ま
す
。興
味
の
あ
る
方
は
、ぜ
ひ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

◆
講
座
計
画　

年
９
回（
５
月
開
始
予
定
）

◆
対 

象 

者　

概
ね
60
歳
以
上

◆
学 

習 

費　

１
，０
０
０
円
／
年

※ 

学
習
費
の
他
に
、
バ
ス
研
修
な
ど
で
別
途

参
加
費
を
徴
収
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
込
窓
口　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
「
は
な
も
も
」

※ 

申
込
書
は
、地
域
交
流
セ
ン
タ
ー「
は
な
も

も
」窓
口
に
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
】

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー 

℡
２
２

－
１
１
２
０

「
に
し
み
の
探
究 

ふ
る
さ
と
の
旅
」

受
講
者
募
集

　

２
０
１
９
年
度
西
美
濃
生
涯
学
習
連
携
講

座
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。西
濃
地
域
の

文
化
財
・
史
跡
、自
然
や
文
化
、産
業
等
の
講

演
や
現
地
研
修
な
ど
、
生
涯
学
習
の
機
会
を

提
供
し
ま
す
。内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

公
民
館
活
動

月 会 　 場 講座のテーマ

６ 輪之内町 開講式　
「関ヶ原合戦の前嗩戦～福束城の戦い～」

６ 神 戸 町 「東海環状自動車道とストック効果」
７ 養 老 町 「施設の見学を通し、分別の大切を学ぶ」
９ 揖斐川町 「西国三十三札所と谷汲巡礼街道」
１０ 大 野 町 「大野町の北部山麓森林空間散策」
１１ 神 戸 町 「ふるさと神戸を愛した書家 日比野五鳳」

１１ 垂 井 町 「垂井町における関ヶ原合戦」
閉講式

平
成
９
年
か
ら
始
ま
っ
た
本
大
会
も
23
回

を
迎
え
ま
す
。
今
年
も
全
国
か
ら
32
校
を
迎

え
、
揖
斐
川
健
康
広
場
ほ
か
６
会
場
８
球
場

で
更
な
る
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

高
校
生
た
ち
の
元
気
あ
ふ
れ
る
プ
レ
ー
を

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
入
場
は
無
料
で
す
。

日
　
時　
４
月
5
日（
金
）
～
7
日（
日
）

会
　
場　

 

健
康
広
場
ビ
ッ
グ
ラ
ン
ド
、
市
場

グ
ラ
ウ
ン
ド
、
𦙾
永
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

北
和
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド　

ほ
か

開
会
式　
４
月
5
日（
金
）
８
時
30
分
～

　
　
　
　

揖
斐
川
健
康
広
場

競
　
技　
４
月
５
日（
金
）
～
７
日（
日
）

表
彰
式　
４
月
７
日（
日
）
決
勝
戦
終
了
後

　
　
　
　

揖
斐
川
健
康
広
場

【
お
問
い
合
せ
】

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
４
６
１
）

第
23
回
全
国
高
校
女
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
抜
い
び
川
大
会

２
月
17
日
（
日
）、プ
ロ
の
声
楽
家
と
オ
ー

ボ
エ
、
ピ
ア
ノ
に
よ
る
「
日
本
の
う
た
を
う

た
う
」コ
ン
サ
ー
ト
が
、地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
は
な
も
も
」
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
62
人
の
「
揖
斐

川
「
う
た
」
を
う
た
う
会
の
皆
さ
ん
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
の
４
月
か
ら
指
揮
者
で
声
楽
家
の
青あ
お

木き

洋ひ
ろ

也や

さ
ん
か
ら
専
門
的
な
指
導
を
う
け
、

練
習
を
重
ね
て
き
た
揖
斐
川
「
う
た
」
を
う

た
う
会
の
皆
さ
ん
は
、
７
０
０
人
を
超
え
る

観
客
の
前
で
壮
大
に
歌
い
上
げ
ま
し
た
。

合
唱
の
参
加
者
は
、「
達
成
感
で
い
っ
ぱ

い
で
す
」「
多
く
の
方
に
聴
い
て
い
た
だ
け

て
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」
と
コ
ン

サ
ー
ト
の
成
功
を
喜
び
ま
し
た
。

町
民
と
プ
ロ
の
音
楽
家
が
競
演

『
日
本
の
う
た
を
う
た
う
』
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ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者
激
励
会

　

大
会
に
出
場
さ
れ
た
団
体
等
の
激
励
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
５
回
東
海
高
等
学
校
剣
道
選
抜
大
会

女
子
団
体

北
和
中
学
校
１
年

　

江え

口ぐ
ち　

紗さ
さ
ら颯
さ
ん

  

（
三
輪
）

揖
斐
川
中
学
校
２
年

　

宮み
や

川か
わ　

わ
か
な
さ
ん

（
𦙾
永
）

揖
斐
川
中
学
校
２
年

　

小こ

寺で
ら　

七な
な

聖せ

さ
ん

（
小
島
）

平
成
30
年
度
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

カ
ッ
プ
文
部
科
学
大
臣
旗
争
奪
彩
の
国

第
13
回
全
国
中
学
生
空
手
道
選
抜
大
会

大
垣
商
業
高
校
１
年

　

岩い
わ

間ま　

葵あ
お
いさ
ん（

三
輪
）

【
第
１
部　

高
校
生
以
上一般

男
子
10
㎞
】　　

第
１
位　

髙た
か
ぎ木　

勇ゆ
う
さ
く作
さ
ん

第
２
位　

吉よ
し
だ田　

祐ゆ
う
き貴
さ
ん

第
３
位　

伊い
と
う藤　

眞ま
ひ
ろ紘
さ
ん

【
第
２
部　

高
校
生
以
上一般

女
子
10
㎞
】　　

第
１
位　

松ま
つ
も
と本　

七な
な
み海
さ
ん

第
２
位　

松ま
つ
も
と本　

千ち
な
み波
さ
ん

第
３
位　

髙た
か
だ田　

雪ゆ
き

乃の

さ
ん

２
月
24
日
（
日
）、
揖
斐
川
健
康
広
場
を

発
着
と
し
て
「
第
32
回
Ｉ
Ｂ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
フ

リ
ー
マ
ラ
ソ
ン
」（
Ｉ
Ｂ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
フ
リ
ー

マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

本
大
会
は
、『
だ
れ
も
が
気
軽
に
楽
し
め

る
』
を
目
標
に
掲
げ
、
ラ
ン
ナ
ー
が
気
持
ち

よ
く
走
れ
る
よ
う
実
行
委
員
を
は
じ
め
、
た

く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
協
力
し
て
い
た

だ
け
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
大
会
は
毎
年
10
月
に
開
催
さ
れ

る
ぎ
ふ
清
流
都
市
対
抗
駅
伝
の
選
手
選
考
大

会
に
も
な
っ
て
い
る
た
め
、
郡
内
の
ト
ッ
プ

選
手
の
参
加
も
年
々
増
え
、
今
年
も
８
８
２

人
の
エ
ン
ト
リ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。

素
晴
ら
し
い
天
気
の
中
、
颯
爽
と
揖
斐
路

を
走
る
ラ
ン
ナ
ー
に
は
、
地
元
住
民
か
ら
温

か
い
声
援
が
送
ら
れ
、
全
員
が
ゴ
ー
ル
し
ま

し
た
。

な
お
、
各
部
門
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

Ｉ
Ｂ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
フ
リ
ー
マ
ラ
ソ
ン

【
第
３
部　

40
歳
以
上一

般
男
子
10
㎞
】　　

第
１
位　

佐さ
と
う藤　

真ま
さ
ひ
さ久

さ
ん

第
２
位　

渡わ
た
な
べ辺　

寿ひ
さ
き己
さ
ん

第
３
位　

時と
き
だ田　

淳じ
ゅ
ん
じ次
さ
ん

【
第
４
部　

40
歳
以
上一

般
女
子
10
㎞
】　　

第
１
位　

坪つ
ぼ
い井　

美み

な奈
さ
ん

第
２
位　

上こ
う
た
き瀧　

さ
と
み
さ
ん

第
３
位　

平ひ
ら
い井　

律り
つ
こ子
さ
ん

【
第
５
部　

中
学
生
以
上一般

男
子
3
㎞
】　　

第
１
位　

牧ま
き
む
ら村　

悠ゆ
う
や也
さ
ん

第
２
位　

ビ
ラ
マ
テ
ー
ル

　
　
　
　
　

ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
さ
ん

第
３
位　

長な
が
や屋　

朔さ
く

太た
ろ
う朗
さ
ん

【
第
６
部　

中
学
生
以
上一般

女
子
3
㎞
】　　

第
１
位　

吉よ
し
む
ら村　

唯ゆ
い

さ
ん

第
２
位　

古ふ
る
か
わ川　

天あ
ま
ね音
さ
ん

第
３
位　

伊い
と
う藤　

蒼そ

遥よ

さ
ん

【
第
７
部　

小
学
生
男
子
3
㎞
】

第
１
位　

伊い
と
う藤　

芳か
お
るさ
ん

第
２
位　

林は
や
し　

賢け
ん

新し
ん

さ
ん

第
３
位　

杉す
ぎ
や
ま山　

秀
し
ゅ
う

悠ゆ
う

さ
ん

【
第
８
部　

小
学
生
女
子
3
㎞
】

第
１
位　

國く
に
え
だ枝　

唯ゆ
い

さ
ん

第
２
位　

宮み
や
が
わ川　

桃も
も
こ子
さ
ん

第
３
位　

門か
ど

輪わ　

彩さ

月つ
き

さ
ん

【
第
９
部　

フ
ァ
ミ
リ
ー
部
門
】

第
１
位　

竹た
け

中な
か　

康や
す

志し

さ
ん

　
　
　
　

竹た
け

中な
か　

瑠る

偉い

さ
ん

揖
斐
川
町
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
連
盟
で

は
、
次
の
と
お
り
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド

ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
は
手
軽
で

安
全
な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日　

時　

4
月
21
日（
日
）　

８
時
30
分
～

■
場　

所　

岡
島
や
な
下
流 

芝
生
広
場

　

◎
対　

象　

高
校
生
以
上

　

◎
参
加
費　

１
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
（
当
日
徴
収
し
ま
す
）

　

◎
申
込
方
法

4
月
16
日（
火
）
ま
で
に
揖
斐
川
町
健

康
広
場
ま
た
は
揖
斐
川
町
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
「
は
な
も
も
」
に
備
え
付
け
の

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
川
町
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
連
盟

　

℡
２
２

－

３
８
０
４（
橋
本
）

タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
大
会

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
！
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平成 31年度 健康広場健康づくり教室・ウエルネスクラブ参加者募集！
【健康づくり教室】� （各期ごとに参加者を募集します。今回は第１期を募集します。）

教室名 開催予定 曜日・時間 対　象 参加費 内　容（変更がある場合あり）

幼児体育 １期：5,6,7,9,10 月
２期：11,12,1,2,3 月

週１回／木曜日
（各期全１５回）
10：00～ 11：00

平成31年4月1日現在
2～3歳児（未就園児）

各期20人
6,000円

様々な運動遊びを体験しな
がら、幼児期に伸ばさなけ
ればならない調整能力（神
経系）や基礎体力を養いま
す。

幼児
ミニスポーツ

１期：5,6,7,9,10 月
２期：11,12,1,2,3 月

週１回／木曜日
（各期全１５回）
16：15～ 17：15

平成31年4月1日現在
3～5歳児
各期30人

6,000円

幼児期の基礎運動能力や社
会性、協調性を養います。
スポーツを通して集団ルー
ルを学びます。

レディース
フィットネス

１期：5,6,7 月
２期：9,10,11 月
３期：1,2,3 月

週１回／金曜日
（各期全１０回）
10：00～ 11：30

20歳以上60歳未満の
女性

（体力に応じて相談可）
各期20人

4,000円

女性だけで楽しむ健康増進
プログラム。ダイエット効
果の高い有酸素系運動を主
に、楽しく運動をしてシェイ
プアップやストレス解消をし
ましょう。

ラクラク
健康づくり

１期：5,6,7 月
２期：9,10,11,12 月
３期：1,2,3 月

週１回／木曜日
（各期全１０回）
13：30～ 15：00

60 歳以上の男女
各期25人

4,000円
65歳以上
3,000円

簡単なストレッチ体操や、
軽スポーツを組み込んだ健
康づくり教室。楽しく体を
動かしましょう。

【ウエルネスクラブ】� （年間を通して活動）

クラブ名 開催期間 曜日・時間 対　　象 参加費 内　　　容

Jrスポーツ
平成31年5月～
平成32年3月
（8月は除く）

週 1回 /水曜日
（全 33回）

16：30～ 17：30

小学 1～3年生
（20人）

保険料　800円 / 年
活動費 2,000円 / 月

各種器具運動やボール競技な
どをグループにて指導します。
社会性や協調性も集団活動に
より養います。

バスケット
ボール

平成31年5月～
平成32年3月
（8月は除く）

週 1回 /木曜日
（全 33回）

17：30～ 18：45

小学 3年生～
　　　中学生
（20人）

保険料　800円 / 年
活動費 2,000円 / 月

バスケットボールに必要な個人
技術からチームプレーまでを基
礎から学び、スポーツを楽しむ
だけでなく、トータルな価値を
体験する機会とします。

■申込期間　４月 9 日（火）～ 16 日（火）　９時～ 17 時（定員になり次第締め切ります）
■申込場所　揖斐川健康広場（お申込み時に、参加費と印鑑をご持参ください）
■参 加 費　�上記記載の健康づくり教室参加費（参加費には保険料、使用料などが含まれています。）また、納めてい

ただいた参加費は原則お返ししませんので、あらかじめご了承ください。
■注意事項　⑴　�電話での申込みは受付できませんので、直接健康広場にてお申込みください。また、家族の方以外

の申込みはできません。
⑵　町外の方の受付は、申込期間後に定員に達していない場合のみ受付けます。
⑶　�教室開催中の事故については、応急処置は行いますが、その他の責任は一切負えませんので、事故
防止には十分注意してください。

⑷　一人一教室限りの申し込みとなります。対象年齢厳守
⑸　定員に達しない時は開催できない場合があります。
⑹　教室開催日・場所につきましては町行事、施設改修工事等により変更する場合があります。
⑺　気象警報の発表時は開催中止になる場合があります。またその日の振替開催は行いません。

その他詳細については、スポーツ振興課（揖斐川健康広場）へお問い合せください。
【お問い合せ】揖斐川健康広場　℡ 2 1－ 3 1 0 0
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平成30年度　あったかい言葉　50撰
　揖斐川町青少年育成町民会議主催で、あったかい言葉を募集しました。合計2,361作品の応募があり、そ
の中で50作品を選出しました。そのうちのいくつかを紹介します。 

西濃学園高等部　２年　前
まえ
田
だ
　知
とも
宏
ひろ
　さん：「お疲れさま」

僕はいつも家に帰ると、「お疲れさま」と一言言ってくれる祖母。スポーツや部活で頑張っている時に、「お疲れさま」
と言ってくれるから、僕は安心してできます。

細
ほそ
野
の
　徹
てつ
也
や
　さん：「おかえり」

当たり前の「おかえり」が嬉しい。仕事で子ども達と過ごすことが少なく、帰宅も遅い。家族の何気ない言葉にほっと
する。子ども達が学校から帰った時に、「おかえり」ってあまり言ってあげられないけど、「ありがとう」って日々の感謝
の気持ちを伝えようと思う。

近
こん
藤
どう
　亜

あ
沙
さ
美
み
　さん：「ありがとう」

ふとした何気ない事に、「ありがとう」と言ってくれる。ありがとうの気持ちの深さに気づかされる。そう気づけて私は
幸せです。いつもありがとう。

市
いち
川
かわ
　隼
はや
人
と
　さん：「大丈夫！！」

息子の兄がいつも弟の手をつないで歩いています。その時いろいろなシーンで何気なく、「大丈夫、お兄ちゃんがいるか
ら。」と声をかけてくれます。弟はいつも安心して兄の後を見て一緒に歩んでいます。

大
おお
澤
ざわ
　暁
あか
音
ね
　さん

姉弟ゲンカをした時、謝られても怒っていると、なかなか『いいよ』と言えないと思います。でも、片方が『ごめんね』
と言うと、必ず『いいよ』とこたえられる我が子を見て、うれしく思います。

栗
くり
田
た
　真

ま
由
ゆ
子
こ
　さん：「お母さん食べる？」

私の子供は必ず自分の食べる物、ご飯、お菓子、何でも口をつける前に、「お母さん食べる？」とスプーンにのせて口に
入れてくれます。自分より先に、「お母さん、一口食べて！」って言葉が私をほっこりさせてくれます。

竹
たけ
中
なか
　宏
ひろし
　さん：ありがと

今、妻は病床にふせっています。脳の病気で身体が半分まひしています。言葉も一言、二言しか話せません。そんな体
で精一杯生きようとしています。見舞いに行くと、「ありがと。」と涙をためて言ってくれます。心があつくなります。

石
いし
原
はら
　祐
ゆう
子
こ
　さん

ふだん、なかなか言えないので、この機会に一言。いつも元気で笑っていてくれて、ありがとうね。

窪
くぼ
田
た
　ゆか　さん：「また会おうね。長生きしてね。元気でいてね！」

夏休みに私の祖母の家へ子供達を初めて連れていきました。最初は緊張していましたが、紙風船で手加減せず楽しむ祖
母86才に子供達も大興奮。元気なうちに会わせてあげられて良かったと思っていた時、子供からこの言葉が出てきました。
素直な優しさに感動でした。

橋
はし
本
もと
　正
まさ
美
み
　さん：「気をつけて行ってきいよ」

学校へ行く時や仕事に行く時に、いつも母が「気をつけて行ってきいよ。」と言ってくれました。その時は深く考えず、
毎日の挨拶言葉だと思っていました。子どもや孫に私自身が言う立場になった今では、深く愛情のある「あったかい言葉」
だと思います。

小
お
川
がわ
　遵
じゅん
子
こ
　さん

私の得意な里芋の煮っころがしをお箸で刺して頬張った中２の孫娘がクリクリ目玉で、「おばあちゃん美味し～い、この
味なら売れるよ！」と笑顔。
今日もこんな会話を生き甲斐に、『野菜担当ばあさん』をやってます。

藤
ふじ
原
はら
　千

ち
明
あき
　さん：「お母さん」

「お母さん、あのね・・・」「お母さん、今度ねえ・・・」「お母さん、ありがとう！」
あなたたちのお母さんになれて、良かったなあ。

寺
てら
田
だ
　和
かず
代
よ
　さん：「１日がはじまらんでね！」

毎朝、職場の前の家のおばあさんは、私が職場に着くと家の中から声をかけてくれます。「あんたの顔見んと、１日がは
じまらんでね！」とにっこり。私も、「おばあちゃんの顔見ると１日がんばれます！」と。毎日、このやりとりをしてパワー
をもらってます。

須
す
原
はら
　亜

あ
澄
す
香
か
　さん：「マッサージしましょうか」

「マッサージしましょうか。」背中で感じる我が娘の手のぬくもり。
大きくなったね。お母さんは、心も体もポカポカしてきたよ。ありがとう。


